
拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業

退職積立金事業

会費 自主財源 市補助 その他の活動収入

3,295,000 1,252,659 6,814,000 6,247,361

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

12,093,427 1,638,270 457,832 854,640 2,564,851

事業概要

日・出席人数 内容 日・出席人数 内容

5月30日 12月12日

理事10名・監事2名
理事11名・監事１
名

6月20日 12月26日

理事12名・監事2名
理事10名・監事1
名

3月14日

理事11名・監事2名

日・出席人数 内容 日・出席人数 内容

6月20日 12月26日

評議員25名
理事11名・監事2名

評議員21名
理事8名・監事1名

3月27日

評議員30名
決議省略

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

社会福祉事業基金運営事業

ボランティア基金運営事業

寄附金 受取利息

50,297 107,360

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

157,657 0

事業概要

課題

事業報告

★法人運営事業★

　＊法人運営事業（1101・1102）

収入

.

予算区分

役員研修会：サマーセミナー開催　8月26日

評議員会

法人運営事業 法人運営事業 法人運営全般 第１層（全市）

平成30年度決算・
事業報告、評議員
候補者、定時評議
員会等

平成30年度決算・
事業報告、補正予
算

補正予算、理事
退任に伴う候補
者、評議員退任
に伴う候補者

理事会　

①毎月収支報告書の提出　②事業収入の安定化　③事業経営の透明性の確保

補正予算、理事
退任に伴う候補
者、評議員退任
に伴う候補者

補正予算、令和２年
度予算、事業計画、

社会福祉協議会会
長・副会長・常務理

事選任について

社会福祉協議会
副会長選任につ

いて

予算区分

支出

収入

支出

安定的な収益体制の構築

安定的な収益体制の構築

　＊法人運営事業（1103・1104）

基金の管理・運用

ボランティア基金　　　　0件　　　  0円　 　合計　　8,725,201円
事業報告

社会福祉事業基金　　 7件　50,297円　　合計　202,819,769円

法人運営事業 法人運営事業 法人運営全般 第１層（全市）

補正予算、令和２年
度予算、事業計画、
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 地区社協活動事業 地区社協事業 第３層（地区社協）

市補助金

4,620,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

153,000 52,000 4,415,000 0 0

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 給食サービス事業 給食サービス 第3層（地区社協）

共同募金 受託金 利用者負担

619,190 1,762,310 1,190,750

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

222,000 778,230 2,572,020 0 0

事業概要

課題 食数の確保、ボランティアの確保（広域的な活動の展開）、食材費の高騰による食材費の確保

収入

支出

地域共生社会へ向けた仕組みづくり

　＊給食サービス事業（1202）

予算区分

住み慣れた地域でいつまでも暮らすことを目的に、小地域での身近な福祉活動拠点としての役
割を持ち、きめ細かな福祉を展開する。

・地区社協コーディネーター会議　　年間11回実施

・研修会　8月10日（土）　「つながって勝山を元気に！」

　　　　　　　　　　　講師　福井大学医学部地域プライマリケア講座　教授　井階　友貴　先生

６５歳以上の①一人暮らし②高齢者のみの世帯③高齢者と障害者のみの世帯で調理が困難
で見守りが必要な人に対し、各地区社協ごとに給食サービスを提供する。

収入

支出

事業報告

合計4,763食の配食を行った。お弁当を配達することにより安否確認を行った。

★地域福祉推進事業★

　　　　　　参加者　90名

　＊地区社協事業（1201）

予算区分

地区 勝山 猪野瀬 平泉寺 村岡 野向 荒土 北郷 鹿谷 遅羽 北谷 合計

登録者数 154 18 9 27 21 9 1 9 8 7 263

回数 48 24 36 24 22 24 17 21 24 18 258

配食数 2,615 314 314 513 394 155 17 211 122 108 4,763
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 福祉救援活動事業 福祉救援活動事業 第1層（全市）

共同募金 雑収入

169,728 2,500

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

87,965 22,720 0 61,543

事業概要

課題

　＊地域福祉救援活動事業（1204）

●勝山市総合防災訓練
　‣11/2（土）災害ボランティアセンター設置運営訓練実施　（野向小学校体育館）
　　　　　　　　　市総務課、社協16名、構成団体6名、協力団体、区長、避難住民等
  ‣11/2（土）災害時における社協相互支援実地訓練　県内社協職員派遣受け入れ（県社協主
催）　4名
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　情報伝達訓練
　‣11/2（土）災害時における社協相互支援実地訓練　大野市災害ＶＣ設置・運営訓練　視察　2
名参加
　

●勝山市災害ボランティアセンター連絡会
　‣9/24「勝山市災害ボランティアセンター運営ガイドライン研修」　58名
　　　　ボランティアセンター発足の経緯：市総務課
　　　　ガイドライン説明：市社協
　　　　グループワーク・発表
　‣12/1（日）災害ボランティアセンターコーディネーター研修会　45名
　　　　講師：にいがた災害ボランティアネットワーク　理事長　李仁鉄氏
　　　　内容：これからの災害ボランティアセンターに求められること
　‣勝山市災害ボランティアセンター連絡会　会議　２回
　‣勝山災害ボランティアセンター　横幕・のぼり旗作製

≪震災支援活動への継続≫
・東日本大震災復興支援実行委員会
・希望の灯り点灯式事業　3/9（月）　　震災から9年を迎えた今年ですが、コロナウイルス感染
拡大防止のため、市役所については、市役所にて、すこやかについては、社協職員の出席の
もと、点灯式をおこないました。
　

事業報告

●災害支援派遣
　‣令和元年台風19号災害における応援職員派遣（東海北陸ブロック派遣）
　　　　長野県長野市　11/5～10　1名

予算区分

災害に備えた物資の準備並びに研修への参加。また、災害発生時には職員を現地に派遣する

収入

支出

災害ボランティアコーディネータの更なる養成、育成。災害発生時に行政との情報交換と連携
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業
住民参加型在宅福祉サービ

ス
住民参加型在宅福祉サービス

和美さん 第1層（全市）

事業収入

234,500

人件費 事業費 その他の活動支出 当期資金収支差額

198,395 0 36,105

事業概要

協力会員 4人 斡旋件数 117件

利用会員 4人 実働時間

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 地域ふれあいサロン事業 地域ふれあいサロン事業 第3層（地区社協）

市受託

4,133,500

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

30,000 385,000 3,718,500 0 0

事業概要

事業報告

課題

予算区分

高齢者の生きがいや社会参加、健康づくり、閉じこもり防止を目的に集まれる場所の提供。

参加者が「お客さん」にならない仕組みづくり。目的の再認識の必要性。

収入

支出

担い手の確保

　＊地域ふれあいサロン事業（1207）

収入

支出

予算区分

住民の相互扶助を推進することを目的に、サービスを有料制で行い、在宅福祉の増進を図る。

実績報告
222時間（送迎、掃除等）

　＊住民参加型在宅福祉サービス（1206）

地区名 勝山 猪野瀬 平泉寺 村岡 野向 荒土 北郷 鹿谷 遅羽 北谷

年回数 124 48 56 107 41 78 131 58 71 11 725 回

高齢者 1,959 547 594 867 390 945 1,225 994 548 90 8,159 人

ボランティア 362 26 5 339 74 35 9 2 35 27 914 人

合計

4



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 日常生活自立支援事業 日常生活自立支援事業 第１層（全市）

事業収入 県社協受託 利用料

18,000 7,804,000 1,000,000

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

7,446,999 511,751 74,250 592,000 197,000

事業概要

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 福祉総合相談事業 福祉総合相談事業 第１層（全市）

市受託

1,479,000

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

297,000 1,182,000 0

事業概要

課題

●年金労務相談13件（前年度　14件）　　●心配ごと相談116件（前年度　82件）

●法律相談108件（前年度　134件）　　　●夜間相談0件（前年度　3件）
事業報告

収入

　＊日常生活自立支援事業（1208）

地域で拾った些細な話でも安心や解決に向けて相談にのり、関係機関へつなげるなど職員の
相談力を高め、つなげて終わりではなく、寄り添う姿勢が大切。

家族関係が薄い利用者に対しての支援の限界。地域支え合いの仕組みづくり。

予算区分

自立して地域で生活が送れるよう、福祉サービス利用、日常的な金銭管理などを支援。

法律、労働、年金の専門相談を実施。一般相談は職員が随時対応し、専門機関につなげる。

　＊福祉総合相談事業（1209）

予算区分

支出

収入

支出

事業報告

●相談件数等　　・相談件数　延916件

　　　　　　　　　　　　総契約数89件

　　　　　　　　　　　・契約件数（新規）11件（認知症等10件、知的1件、精神0件、その他0件）

●研修会、連絡会等　　・関係機関連絡会、奥越自立支援協議会、生活支援員研修会、ケア会議等

　　　　　　　　　　　　　　　・奥越自立支援協議会　3回

　　　　　　　　　　　　　　　・生活支援員研修会　0回　(新型コロナウイルス感染拡大防止の為、中止)

　　　　　　　　　　　　　　　・個別ケア会議、モニタリング　26回
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 家族介護支援事業 家族介護支援事業 第1層（全市）

市受託

31,740

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

29,740 2,000 0

事業概要

●内容

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 勝山訪問型サービスＡ事業 勝山訪問型サービスＡ事業 第１層（全市）

介護保険事業 利用者負担 その他の活動収入

231,960 22,560 120

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

280,494 3,687 -29,541

事業概要

課題

軽度な家事援助（買い物・掃除）を訪問介護員が行った。

事業報告

収入

支出

事業報告
ベッドの使い方、体の動かし方（体位交換、ポジショニング）、排せつ介助(ポータブルトイレの移
動、おむつ交換）、介護食の作り方（ミキサー食）、食べさせ方、食後の口腔ケアなど

収入

支出

対応できる人材の開拓（ヘルパー以外での対応）

申込件数が少なく、この事業周知不足がある

　＊勝山市訪問型サービスＡ事業（1212）

予算区分

介護認定の対象とならないが、勝山市が家事の一部援助が必要と認めた方への必要な家事
支援

　＊家族介護支援事業（1211）

予算区分

介護の専門家を対象家庭に派遣し、介護の方法の指導や相談を行う。

●実施回数　6回

令和元年度 平成30年度
利用延べ人数 48名 71名
延べ訪問回数 198回 245回

6



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター

運営事業
ボランティアセンター

事業 第1層（全市）

事業収入 その他の収入 その他の活動収入

16,000 54,700 593,000

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

628,090 1,500 34,110

事業概要

事業報告

課題

●第３４回チャリティー映画会　「長いお別れ」　3/7上映予定でしたが新型コロナウィルス拡大防止のため
中止

  ※経費135,453円

★ボランティア活動事業★

　＊ボランティアセンター運営事業（1301）

予算区分

ボランティアセンター運営委員会の運営。企画・広報部会の開催。ボランティア活動団体、個人を活動先と
マッチングする。依頼・活動相談、保険の窓口となる。また、ボランティア育成のための研修を実施する。

●ボランティアセンター運営委員会　７回（内、全体会３回、企画部会２回、広報部会２回）
・勝山ボランティアセンター広報活動
①ココドンストラップ【５００個作成、残309個】　１コ１０００円で販売
②ココドンクリアファイル【２０００枚作成、残675枚】１枚１００円で販売
③ココドンLINEスタンプ【１セット（４０個）】１２０円で販売
④ココドンスタンプ作成（6種類）各小中学校にも活用してもらう
⑤ココドンシール【５０００枚作成、残４５３５枚】２枚１組１００円で販売
・市民啓発推進事業　年６回　「社協からこんにちは」紙上に情報掲載
●福祉学習交流会　9/16（月）61名参加（すこやか）　対象：市内小学校4年生、障害者
講師　福井県障害者スポーツ指導者協議会
＊障害者の方々と共に楽しむことを目的に、ミニ運動会（レクレーションボッチャ、スラローム、玉入れ）、太
巻き寿司づくり、交流会を行った。
●ボランティア研修会　3/14（土）すこやかにて　講師：岡本克己氏　　　※コロナウイルス拡大により中止
・収集活動
　［エコキャップ］福井テレビへ運搬　年６回　運搬数約420,970個（ワクチン約490名分）
　［使用済みカラープリンターインク］買い取り業者へ輸送した。
　［ベルマーク］ベルマークを収集している学校へ寄贈した。
　［使用済み切手、使用済みテレフォンカード、未使用文房具］すこやかフェスタにて回収
●勝山ボランティア団体交流会の開催　11/20（火）　7団体15名・スタッフ3名参加
登録ボランティア団体同士のつながりの強化を目的に開催。サンプラザ2階フリースペースを会場にし、「地
域で元気に暮らそう」講座とバイキング形式の昼食を囲み交流会を図った。

活動者一人ひとりとの関わりが持てない。若い層のボランティア意識を高める活動先の発掘。

収入

支出

チケット払戻金 721,500
寄付として 51,500
（内22,500は未返還）

773,000 773,000

チケット前売り券 773,000

7



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター

運営事業
預託配分事業 第１層(全市）

寄附金 その他の収入 その他の活動収入

57,800 12

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

10,000 443,000 -395,188

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター

運営事業
地域ぐるみ福祉教

育推進事業
第１層（全市）

県社協受託 その他の収入 その他の活動収入

100,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

100,000 0

事業概要

事業報告

課題

収入

支出

市民からの寄付金・物品の受入、払い出し。　市内で火災が発生した際に見舞金を払い出す。

・「すこやかフェスタ」で市内小中学校より「助っ人ボランティア」を募集　6/8（土）　76名活動
・「福祉学習交流会」ミニ運動会（車いすスラローム・ボッチャ・玉入れ）、チームで太巻き寿司づく
り、交流会(質問タイム)　　9/16（月 祝）すこやか　59名
・福祉担当教諭連絡会　6/28（金）　教員13名
・かつやまボランティアセンター周知　市民に向けてPR（ボランティア団体交流会

家庭や地域におけるつながりの再構築を求め、地域で暮らすあらゆる世代の「つながる力」を育
み、住民の福祉力を高め、地域づくりの推進を行う。

●物品口座　【預託】47件 (紙おむつ、パット、下着、４点杖、毛布、米、学生服、日持ちする食品、
フェイスタオル等）・・・新品の物のみ
●金銭預託(ボランティア運営事業へ）　6件　57,800円
●火事見舞金　1件10,000円
［前年度繰越金3,456,360円＋今年度預託金57,800円＋利息12円-火事見舞金10,000円ーボラン
ティアセンター繰出443,000＝3,061,172円…次年度へ繰越］

　＊地域ぐるみ福祉教育推進事業（1303）

予算区分

収入

支出

　＊預託配分事業（1302）

予算区分

地域を巻き込んで福祉教育を推進していく仕掛けづくり
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
つながりの輪づくり推進

事業
すこやかフェスタ 第１層（全市）

県社協受託 その他の収入 その他の活動収入

107,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

107,000 0

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
地域いきいきボランティ

アポイント事業
地域いきいきボランティア

ポイント事業 第１層（全市）

市受託 その他の収入 その他の活動収入

1,265,100

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

948,000 121,600 195,500 0

事業概要

事業報告

課題

支出

活動の場とボランティアのマッチング、登録者の高齢化

　＊つながりの輪づくり推進支援事業（1304）

予算区分

・「広がれ　みんなの　えがおの輪」をテーマに「すこやかフェスタ」を通じて事業を展開した
多くの市民の参加があり、様々な体験ブースや模擬店などを通して、楽しみながら「福祉」を感じる
機会となった。
講演では岩手県陸前髙田市より講師をお招きし災害に負けない自分たちの地域づくりについて市
民の方に聞いていただいた。和楽器によるバンド演奏を市民の方々に披露していただいた。
また、「すこやかフェスタ」第４０回の節目を迎え、40周年記念紅白餅配布や市内ボランティアグ
ループによる振る舞い餅つきを行った。

ボランティアセンターに預託された資金の活用

すこやかフェスタを通じて地域のつながりの輪づくりを推進する。

　＊地域いきいきボランティアポイント事業（1305）

予算区分

高齢者の社会参加や生きがいづくりを促進するために、高齢者に関するボランティア活動をポイント制に
し、集まったポイントを商品券などに換金する。

●参加登録者数・・・男性／21名　　女性／103名　　合計／124名
●ポイント引き換え者・・・110名
●引き換え額・・・195,500円

収入

支出

収入
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分金事業 障害児・者福祉活動事業 車両・介護機器等貸出事業 第１層（全市）

共同募金 負担金 その他の活動収入

549,000 22,000

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

311,579 33,000 226,421

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分金事業 児童・青少年福祉活動事業 貸出・福祉教育推進事業 第１層（全市）

共同募金 事業収入 負担金

817,000 2,700 53,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

216,600 390,000 266,100

事業概要

課題

チャイルドシート・ジュニアシート・ベビーカーの貸し出し。学校の福祉学習時に福祉教育指導員・ゲ
ストティーチャーを派遣し、身近なところでの「ふだんのくらしのしあわせ」を体験できる機会を提供
する。

●福祉教育推進事業

●乳幼児用品貸し出し事業
　　　　チャイルドシート（19件）ジュニアシート（10件）ベビーカー（5件）貸出
　　　（昨年度　チャイルドシート（35件）ジュニアシート（22件）ベビーカー（8件）貸出）

★共同募金配分金事業★

●学校との年間打ち合わせ回数　 17回、　年間授業・クラブ活動への支援回数　 43回

●依頼があった小中学校へ出向き、地域共生社会づくりに向けて取り組めるプログラムの打ち合わ
せを担当教諭と綿密に行った。

●小中学校の授業やクラブ活動へ延べ35名の福祉教育指導員とボランティア、ゲストティチャー、
地区社協コーディネーター、職員等の派遣を行い活動した。

・福祉の学習と高齢者理解のためサロン見学や企画・交流、シニア体験、点字、アイマスク、赤ちゃ
んお世話体験・妊婦体験、車椅子等の擬似体験を通して「お互い様の関係づくり、人にやさしいまち
づくり」を考えるきっかけとした。

事業報告

　＊障害児・者福祉活動事業（1402）

予算区分

車椅子対応の福祉車両の貸出、福祉用具、介護機器の貸し出しサービス

●リフト付き車両貸出事業　軽自動車（タント）80件　ワゴン車（ハイエース）6件　合計86件
・介護機器貸し出し事業　（新規貸出分のみ）
〈物品貸し出し〉介護用ベッド1件　車椅子49件　その他の介護機器1件
〈各事業への貸し出し（選挙・年の市）〉車椅子5件
〈保有台数〉ベッド38台　　車椅子71台　　歩行器2台
＊ギャッジベッドは平成27年度より原則貸出中止（電動ベッドのみ貸出可）
・中途障害者「リラの会」、在宅障害者「ふれあいの部屋」開催時送迎支援

事前申請制だが、急な貸し出しを希望される方への対応。福祉車両の移送サービスを実施する事
業所の減少。日曜や祝日など職員が不在時の貸し出し規定整理。車両の老朽化。
介護保険制度等の利用で、貸出し減少。それに伴い、電動ベッドの在庫数が多くなっており、保管
スペースの確保が難しくなっている。

　＊児童・青少年福祉活動事業（1403）

予算区分

収入

支出

収入

支出

長期貸し出しへの規定の見直し、地域資源の活用
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業 福祉育成・援助活動事業 すこやかフェスタ 第１層（全市）

共同募金

689,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

581,613 50,000 43,200 14,187

事業概要

課題

事業報告

●特別チャリティー映画会「えちてつ物語」　6/14（金）

●市民協への活動助成

支出

収入

　＊福祉育成・援助活動事業（1404）

予算区分

主にすこやかフェスタを開催

●すこやかフェスタ開催事業　6/8（土）　来場者　約2,000名
地域・団体・学校・住民自組織等が連携を深め“人と人とがつながる元気のでるまちづくり”を目指し
て開催。福祉事業に貢献した方25名と1団体の社会福祉・ボランティア表彰、車椅子寄贈1団体など
式典のほか、作品展、福祉体験を盛り込んだスタンプラリーなど様々な体験コーナーや模擬店等の
催しでたくさんの市民が参加し終日賑わった。
　　　（午前）　講演　「災害に負けない自分たちの地域づくり」
　　　　　　　　　　　　NPO法人陸前高田まちづくり協働センター　理事長　三浦まり江氏
　　　（午後）　「つながり」バンド演奏
　　　　　　　　40周年記念紅白餅配布、志愛クラブによるふるまい餅つき

市民を巻き込みながら地域福祉の推進

［入場者数］

午前の部 午前10時～ 193 名

午後の部 午後2時～ 215 名

夜の部 午後７時～ 166 名

574 名

［収入]

項目 枚数 単価 計

入場券 大人 609 1,000 609,000

小中高生 15 500 7,500

雑収入 預金利息 0

624 616,500

[支出]

項目 計

映画料 167,400

会場使用料 40,550

チケット印刷 29,800

技師弁当代 2,000

チラシ印刷 39,852

チラシ印刷折込 17,280

合　計 296,882 総収益 319,618円

合　　計

合　　計

開催時間 入場者数
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業
歳末たすけあい

配分金事業
歳末たすけあい配分金事業 第１層（全市）

共同募金 寄附金

1,503,228 192,000

人件費 事業費 配分金事業 その他の活動支出 当期資金収支差額

147,516 1,777,760 -230,048

事業概要

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業 ボランティア活動育成事業 ボランティア活動育成事業 第１層（全市）

共同募金

157,000

人件費 事業費 その他の活動支出 当期資金収支差額

78,870 78,130

事業概要

事業報告

課題 理解しやすい研修を行う。

共同募金運動の取り組み、各自治会のご協力により「個別募金」「袋募金」を行った。また、各地区
社協・団体のご協力を得て「街頭募金」「大口募金」活動を行った。

収入

支出

事業報告

援護を要する世帯の把握の方法について、新たな歳末たすけあいのカタチの模索

　＊ボランティア活動育成事業（1406）

予算区分

ボランティアセンター事業の一環。ボランティア活動者（登録者）等を対象にボランティア活動や地域
の貢献について、学びの場の提供。

‣「福祉教育担当教諭連絡会」　6/28（金）すこやか　教諭　13名　各学校と地域、社協が一緒に取り
組んだ福祉教育の内容や成果・課題について報告
‣ボランティア研修会　→　新型コロナウイルス感染防止のため中止

　＊歳末たすけあい配分金事業（1405）

予算区分

勝山市共同募金会より「歳末たすけあい募金配分」を受け、配分委員会を開催し協議決定する。

収入

支出

5,050,619 円

戸別募金 1,940,000 円

大口募金 1,755,997 円

街頭・職域・学校他 1,354,622 円

2,357,418 円

戸別募金（袋） 2,208,320 円

街頭・職域・団体他 149,098 円

内訳

総額

総額

内訳

令和元年度一般募金

（令和２年度に配分）

歳末たすけあい募金

（令和元年度に配分済み）

対象者 人数 金額 備考

要援護世帯 143世帯 1,430,000 ＠10,000

生活保護世帯 17世帯 66,096 ＠3,888 お米（10㎏）現物

緊急配分用備蓄米 3世帯 11,664 ＠3,888 備蓄米購入

遺児 14名 70,000 図書券＠5,000

低所得者等支援 19,600 生活困窮者等食糧備蓄

在勝山外国人家庭交流事業 80,000 主任児童委員会主催　

難病カフェ事業 120,000 難病カフェ

給食サービス事業　食材費 4763食 619,190 ＠130×4763食

福祉教育・援助事業 19,140 付属品等

貸出機器管理用品 0 介護用品（ベッドマット）等

事務用品費等 108,776

2,544,466

※配分額（収入）には熊谷財団より192,000円の寄付を含む

合　計

事
業
費
配
分

配分委員会　【1回目】10月21日　【2回目】11月28日

個
別
配
分

助
成
金

配
分
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業 第1層（全市）

共同募金

30,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

30,000 0

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

共同募金配分事業 まちなかCafé運営事業

生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業

共同募金

921,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

222,526 466,096 232,378

事業概要

事業報告

課題

火事だけではなく、自然災害等にも対応できるように検討してはどうか。

まちなかCaféの活用、利用の幅を広げる（社会福祉法人からの積極的な参画）

予算区分
法人運営事業

まちなかCafé
運営事業

第１層（全市）

支出

社会的孤立感の解消及び誰もが気軽に立ち寄れる場所として、勝山サンプラザ内に居場所を設置
し、運営する。また、社会福祉法人が実施する地域貢献事業としても位置付ける。

予算区分

行路者・火災被災者へ、見舞金等を渡す。

●行路者援助（来所する行路者に対して、電車賃・バス代を程度を渡す)：0件
●火災見舞（市内の火災被災者に対する見舞金)：1件（死亡1件）

支出

収入

　＊まちなかCafé事業（1408）

収入

　＊法外・災害援護配分金事業（1407）

平成31年度　まちなかCafé利用者数　
月 日数 総計 男性 女性 子供 高校生 中学生

1 4 月 22 637 146 478 7 6 0
2 5 月 21 712 204 484 7 19 0
3 6 月 22 644 167 467 5 5 0
4 7 月 22 753 178 554 7 12 2
5 8 月 21 727 149 555 16 4 3
6 9 月 21 649 152 494 3 0 0
7 10 月 22 662 166 486 10 0 0
8 11 月 22 674 161 508 3 0 2
9 12 月 18 653 164 474 12 3 0

10 1 月 20 632 142 483 5 2 0
11 2 月 21 713 192 516 5 0 0
12 3 月 1 25 6 19 0 0 0

総計 男性 女性 子供 高校生 中学生
1日　平均　31.3人 233 7,481 1,827 5,518 80 51 7
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 資金貸付事業 生活福祉資金貸付事業
生活福祉資金貸付事

業
第１層（全市）

県社協受託

549,000

人件費 事業費 助成金 その他の活動支出 当期資金収支差額

230,000 319,000 0

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 資金貸付事業 小口福祉資金貸付事業
小口福祉資金貸付事

業
第1層（全市）

貸付事業 その他の活動収入

225,000 200,000

人件費 事業費 貸付金 その他の活動支出 当期資金収支差額

1,148 231,000 192,852

事業概要

事業報告

課題

貸付相談件数　7件（前年度　相談件数　5件）
※生活困窮者自立支援事業担当職員とも連携して相談に対応した
新規貸付件数　0件
償還完了件数　0件
延滞利子支払免除件数　0件
3月末貸付人数　18人
3月後半から、新型コロナウイルス感染拡大に伴う自粛規制により、貸付相談あり。（2件）

★資金貸付事業★

　＊生活福祉資金貸付事業（1501）

予算区分

低所得者や高齢者、障害者の自立した生活を経済的に支えるとともに、世帯の福祉及び社
会参加の促進を図る。

収入

支出

返済が滞っている方への関わり。貸付後の状況確認

貸付後の自立につながる支援が継続してできるよう、職員のスキルアップ。また、償還が
滞ってる方への関わり。

　＊小口資金貸付事業（1502）

予算区分

当座の資金不足により生活が行き詰った方へ小口で一時資金を貸し付ける

延べ件数
●貸付件数　　　　　 　20件　　231,000円
●返済金　　　　　　　　35件　　225,000円
●貸付残のある方　 　16件　　256,000円

収入

支出
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 生活困窮者自立支援事業 生活困窮者自立支援事業 生活困窮者自立相談支援事業 第1層（全市）

市受託

5,250,000

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

4,649,000 201,000 96,000 304,000 0

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 生活困窮者自立支援事業 就労準備支援事業 生活困窮者自立相談支援事業 第1層（全市）

市受託

150,000
人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

150,000 0

事業概要

事業報告

課題 就労困難者の掘り起こし・アウトリーチ

　＊生活困窮者・就労準備支援事業（602）

予算区分

「社会との関わりに不安がある」、「他の人とコミュニケーションがうまくとれない」など、直ちに就労が
困難な方に６カ月から１年の間、プログラムにそって、一般就労に向けた基礎能力を養いながら就
労に向けた支援や就労機会の提供を行う。

・就労準備支援室を第2・4（金）13～17時開設　年間20回
・就労準備支援プログラム作成及び評価　1名利用
・支援内容：日常生活自立に関する支援、社会生活自立に関する支援、就労自立に関する支援
・自立相談支援機関との連携
・相談員の研修

収入

支出

支援の出口（家計相談、就労準備支援）へつなげられるようにニーズの掘り起こし

★生活困窮者自立支援事業★

　＊生活困窮者自立支援事業（601）

予算区分

生活困窮者支援法に基づき、生活に困っている人からの相談を受け、抱える課題を把握し、本人の
気持ちに寄り添いならが自立した生活を支える。また、必要な人には計画を立てて支援を実施す
る。関係機関や市役所内の各部署の連携が図れるように働きかける。

生活保護に至らないようにするために生活困窮者に対する「第2のセーフティネット」として、包括的
に支援を実施した。また、生活困窮者の早期把握や見守りのための地域ネットワークの構築、働く
場を広げていくことに努めた。
・必要なアセスメント、プランの作成、評価を行いながら包括的・継続的な相談支援
・相談　新規ケース　36件、プラン作成11件 、就労者数6件、生活保護につないだケース1件
生活福祉資金等による貸付件数　0件
・支援調整会議　9回、支援会議　4回
・広報・啓発事業の実施
　　社協広報誌「社協からこんにちは」R2.2月発行
　　保護司会研修会　2月20日（木）
・相談員の研修
　　令和元年度生活困窮者自立支援制度担当者連絡会・第2回従事者研修
                                     7/26（金）　福井県社会福祉センター　2名
　　令和元年度生活困窮者自立支援制度担当者連絡会・第3回従事者研修
                                     10/23（水）　福井県社会福祉センター　1名
　　生活福祉資金貸付事業関係職員研修会　11/19（火）　福井県社会福祉センター　2名
　　居住支援セミナー　11/7（木）　福井県立図書館　2名
　　伴走型支援シンポジウム　1/13（月）　日本福祉大学名古屋キャンパス　2名
　　生活困窮者自立支援における東海・北陸ブロック研修　1/24（金）　ウインクあいち　2名
　　就労準備支援事業従事者養成研修　10/7（月）～9（水） タイム24ビル　1名

収入

支出
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業 第1層（全市）

市受託

9,558,000

人件費 事業費 事務費 助成金 当期資金収支差額

1,236,000 759,482 97,420 7,465,098 0

事業概要

　・地域いきいきサポーター養成講座　7月12日　18名受講

　・　　　　　　　〃　　　　　　　　　　スキルアップ　12月16日　32名受講

　・地域個別支援　77回

　・生活支援コーディネーター養成全体研修会　R2　2/5

　・「共生社会をめざして」地域づくりのための研修会　8/7～9

　・コーディネーター自主研修（1層・2層合同）　11/11
　・地域ケア個別会議参加　年6回

　・地域ケア推進会議参加　年1回

課題

▶まちなかcaféの運営（12ページに掲載）

【その他】

　・各地区社協、各区長会への事業説明

【1層の生活支援コーディネーターの活動】

●全市一斉研修　8/10　　参加者　90名

　　内容：つながって勝山を元気に

●地域ごとの研修会

　＊各地区計画したが、新型コロナウイルス感染拡大予防のため中止となった

●生活支援ネットワーク会議の開催（地区社協コーディネーター連絡会）　年11回

【2層の生活支援コーディネーターとの連携した活動】

▶ふれあいサロン、給食サービス、地域ぐるみ雪下ろし事業の実施や取りまとめ

●圏域ごとの研修等の開催　9/24中部、10/11南部、10/29北部　　　参加者合計　256名

　　内容：知ろう、話そう、学ぼう～わがまち勝山の医療・福祉・介護について～

収入

支出

地域で行われているお互いさまの実態をつかむ。

★生活支援体制整備事業★
　＊生活支援体制整備事業（701）

予算区分

助け合う地域づくりに向け関係機関ネットワーク会議の開催、生活支援コーディネータの設置、地
域の課題解決の場と新たなサービスを構築をする。併せて、まちなかCaféを核にした支援を考え
る。

▶買物支援体制の構築　　11月20日　稲沢市社協視察（ケアブレイクかっちゃま合同）

●一人暮らし高齢者、高齢者世帯の生活支援サービスのコーディネート　個別支援　76回

　・生活支援の担い手の養成と地域に不足するサービスの創出

▶ケアブレイクかっちゃまへの参画

　・認知症カフェ等の講座の活用

　・関係機関とのネットワークづくり

　　（1）勝山交通、片づけハッチくん、勝山市総務課・地域包括支援センター、民生委員

事業報告

　　（2）他職種連携研修会や地域ケア個別会議への参画
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★老人ホームヘルプサービス事業★

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

介護保険サービス事業 介護保険サービス事業 老人ホームヘルプ事業 老人ホームヘルプ事業 第１層（全市）

介護保険 利用料 その他の事業 雑収入 その他の活動収入

25,249,027 2,809,919 240,000 2,000 95,029

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

24,420,266 1,742,025 260,415 1,068,000 905,269

事業概要

5月

6月

7月

9月

10月

11月

1月

2月

　6月　福井県ホームヘルプサービス事業者協議会研修　2名

　　　　　介護職場におけるハラスメントの理解と対応

　1月　ホームヘルプサービス事業者セミナー　　１名

　　　　　訪問系事業所におけるリスクマネジメント

課　題 ヘルパーの確保　　質の向上

＊ミーティング　火曜日（月2～3回）　年間34回

＊サービス提供責任者会議　月1回　年間12回

発達障害について

　外部研修　年2回

　内部研修　年間10回開催

　平成31年度事業所事業説明

　倫理要綱と法令遵守について

　プライバシーの保護について

　接遇研修

食中毒と衛生管理・調理実習

　＊老人ホームヘルプサービス事業（1601）

予算区分

4月

3月

口腔ケアについて

ハラスメントの理解と対応、手順書見直し

実技・洗髪介助

　救急法

多職種連携研修

コロナ感染拡大防止の為中止

収入

支出

介護保険法に基づくホームヘルプ事業の実施、介護保険対象外や、介護保険外サービスを希望さ
れる方に対して、30分1,000円で「あんしんサービス」を提供する。

老人ホームヘルプサービス事業実績

＊毎回研修終了後には

個別伝達会議、伝達事

項を実施し、サービスの

統一を図っている。

利用者の自立を目的に身体介

護、生活援助を行った。

訪問依頼は朝・夕に集中する

ことが多い。

また、終末期ケアの依頼も多く

なった。

今まで長期に利用のあった方

も高齢となり、入院する方が増

加した。

利用者全体の口腔ケア向上

が長寿につながるということで、

口腔ケアの研修を行った。

終末期に訪看とヘルパーを利

●あんしんサービス

利用者4名

延訪問122回

年度 令和元年度 平成30年度

派遣利用者数 560人 801人

派遣回数 7285回 9308回

稼働時間 5203時間25分 7065時間49分
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　＊居宅介護支援事業（1701・1702・1703）
拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

介護予防支援

介護給付

要介護認定調査事業

介護保険 その他の事業 雑収入 その他の活動収入

21,989,140 1,881,790 3,000 80,720

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

18,544,467 2,223,857 142,572 3,549,440 -505,686

事業概要

課題

★居宅介護支援事業★

介護保険法に基づく計画相談、介護予防・日常生活支援総合事業に基づく予防ケアマネジメ
ントの実施。

困難ケース（家族関係の希薄・医療依存度が高い・.看取り・多問題・生活困窮など）の対応。
施設利用者（ショート・入所等）の受け入れ先の確保が困難になってきている。
（市外の施設の利用も検討していかなければいけない状況にある）

・介護認定調査件数　　　　71件（前年比　+10件）
・介護保険計画作成数　1,488件（前年比　-75件）
・介護予防計画作成数　　260件（前年比　-11件）
・総合事業計画作成数　　116件（前年比　+3件）

予算区分 介護保険サー
ビス事業

介護保険サービ
ス事業

居宅介護支援事業予
防ケアマネジメント

第1層（全市）

収入

支出

＊専任3名・兼務2名体制にて対応。
積極的に新規利用者も受け、丁寧な対応を心がけている。

事業報告
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

自立支援給付費 利用料 その他の事業 雑収入 その他の活動収入

10,688,982 158,144

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

9,908,066 343,840 10,819 284,000 300,401

事業概要

7月

10月

1月

　外部研修　なし

　訪問実績

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

障害者福祉サービス事業 障害者福祉サービス事業 障害者計画相談支援 計画相談支援事業 第１層（全市）

自立支援給付費 障害児給付費 その他の事業 利息収入 その他の活動収入

3,007,960 1,885,180 87,200 54 13,880

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

2,773,685 320,496 19,019 3,841,054 -1,959,980

事業概要

計画相談支援・障害児相談支援は、8年目。昨年同様に相談支援専門員（兼務者）３名体制で

対象者のプラン作成、障害程度区分調査（委託）を行った。

相談支援給付費

［計画作成］ 令和元年度 平成30年度

障害者 40件 69件

障害児 33件 46件

［モニタリング］ 令和元年度 平成30年度

障害者 136件 152件

障害児 72件 67件

課題

介護職場におけるハラスメントと理解

多職種連携研修

発達障害について

★障害者福祉サービス事業★
　＊身体障害者ホームヘルプサービス事業（1801）

予算区分

障害者総合支援法に基づく、訪問介護事業（居宅介護サービス、強度行動援護、同行援護、移動支
援）。計画以外のサービスを希望される方を対象に「あんしんサービス（30分1,000円）」の実施

障害福祉サービス事
業

障害福祉サービス
事業

身体障害者ホームヘルプ
サービス事業

身体障害者ホームヘル
プサービス事業 第1層（全市）

収入

支出

　内部研修　年間3回

事業報告

収入

支出

相談員の確保

ヘルパーの確保　　必要な研修への受講と資格取得

　＊障害者計画・相談支援事業（1802）

予算区分

障害児・者の自立した生活を支え、課題解決やサービス利用のケアマネジメントを行う。

事業報告

担当者会議　者33件　　児21件

モニタリング　者35件　児24件

初回加算　者4件　　児20件

●あんしんサービス

利用者3名

延訪問17回

認定調査委託17件

（前年度 26件）

令和元年度 平成30年度
利用延人数 203名 201名
延訪問回数 2186回 1786回
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲
障害者福祉サービス事業 障害者福祉サービス事業 障害者相談支援事業

障害者生活支援センター事
業 第1層（全市）

市受託 その他の事業 利息収入 その他の活動収入

4,720,000
人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

4,400,292 29,539 26,169 264,000 0

事業概要

●相談     

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲
障害者福祉サービス事業 障害者福祉サービス事業

障害者社会参加促進事
業

障害者社会参加促進事業 第1層（全市）

市受託 その他の事業 利息収入 その他の活動収入

503,000
人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

503,000 0

事業概要

課題

収入

支出

　　‣ピアカウンセリング
　　‣勝山ケース連絡会　　　　　　　　　月1回（第3水曜日）
　　‣奥越圏域就労支援連絡会　　　　月1回（毎月第1水曜日）
　　‣奥越地区障害者自立支援協議会　全体会　2回　　運営会議10回　　専門部会6回
　　‣部会内容　　　（ⅰ）発達障害・教育支援部会　2回
　　　　　　　　　　　 （ⅱ）生活・居住支援部会　　　2回
　　　　　　　　　　　 （ⅲ）日中活動・就労支援部会　2回
　　‣相談支援連絡会　月1回
●委託相談支援事業　　 （ⅰ）地域啓発
　　　　　　　　　　　　　　　 （ⅱ）福井県自立支援協議会に参画

★障害者生活支援事業★

　＊障害者相談支援事業（1901）

予算区分

障害を持つ方が地域で暮らし続けることを目的に適切な相談と支援を行う。また、奥越障害者自立支
援協議会の運営に参画し、新たな資源の開発等を行う。

事業報告

 　　本人・家族（1007件）、関係機関との相談・調整（506件）、ケース連絡等（39件）、ケア会議（ 35 件）

収入

支出

如何にしてより多くの方に興味を持って頂き、より多くの方に参加してもらうか。

潜在ケース、停滞ケースへの積極的なアプローチが十分にできていない。

　＊障害者社会参加促進事業（1902）

予算区分

地域の中で障害を持つ方が生活しやすいように社会参加を促進する事業の展開と、家族や関係機
関・地域での障害理解が進み、権利擁護できるように事業を通じて働きかける。

　・障害者生活支援センターホームページの運営管理　http:/www.katuyama-sk.jp

事業報告

　・啓発事業　おくえつ文化祭（11/2）

　・収穫祭　10月19日　障害を持つ方とその家族や友人とで光の収穫　20名

　・たまり場café　毎週2回（月・水）13：00～17：00　延べ336名

　・当事者の会の育成　中途障害者「リラの会」、在宅障害者「ふれあいの部屋」支援

　・ITサポート相談　随時対応

　・権利擁護講座3月6日「成年後見講座」　司法書士　土田康博氏　※コロナ感染拡大により中止

・料理教室 障害者を対象とした料理教室

開催日 内  容 講 師 参加人数

10月5日 茹で鶏の香味醤油がけ他 乾 民恵子氏 15名

11月9日 アサリの炊き込みご飯他 乾 民恵子氏 18名

12月14日 クリスマスケーキ 加藤 裕二氏 25名

開催日 内  容 講 師

3月14日 「親子でクッキング」布川さん        ※コロナ感染拡大により中止

作業療法士 中村 こと美氏

            ※コロナ感染拡大により中止

「親子de遊ぼう」

簡単なレクなど
3月29日

・お父さん・お母さんの勉強会 
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

障害福祉サービス 障害者福祉サービス事業 障害者社会参加促進事業 勝山市社協成年後見

公益事業 成年後見事業 勝山市社協法人後見事業 サポートセンター「ささえ愛」

共同募金 市受託 事業収入 利息収入 その他の活動収入

182,000 216,765 1,320,000 20

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

966,152 231,765 13,919 506,949

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

公益事業 喫茶会計 喫茶会計 喫茶経営 第1層（全市）

売上金 利息収入 その他の活動収入

2,265,110 298 5,460

人件費 事業費 事務費 その他の活動支出 当期資金収支差額

1,008,144 1,356,511 13,650 -107,437

事業概要

事業報告

課題

売上減少に伴い、喫茶運営検討委員会を開催（2回）。すこやか内部署にメニュー表を配る。
昼食時に一品等、季節に応じたメニューを提供した。
材料費高騰に伴い、価格を変えず量で調整した。
新たに、テイクアウトコーヒーを始める。

利用者の減少につき、売上が伸び悩む。今後の材料費高騰を鑑みると、業務内容等の見直しを
検討する時期にきている。

★社協喫茶経営事業★

　＊社協喫茶経営事業（2200）

予算区分

福祉健康センター「すこやか」利用者の憩いの場として、創意工夫を重ね飲食の提供を行い、経
営の安定を図る。

収入

支出

何かしら障害があっても、自分の地域で、いつまでも自分らしく安心して暮らしていくための相談・
支援

・新規受任件数2件、現在9件（高齢3件、障がい6件）
・相談延件数　8件
・専門相談件数（弁護士）　延2件
・運営委員会　2回開催　7/31、3/25
・普及啓発講座：講座を企画するも新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。
・中日新聞社取材：後見支援員の活動等について

事業にかかる財政基盤の不安定さ（無報酬のケースもある）。行政の高齢・障害部署との更なる
連携。

★成年後見事業★

　＊勝山市社協法人後見事業（2100）

予算区分
第1層（全市）

収入

支出
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